
ht tps : //www.c i ty . okazak i . l g . j p/museumH  P

設備改修工事のため、岡崎市美術博物館は
令和8年6月末（予定）まで休館いたします。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
は
一
九
九
九
年
に
創
刊
し
、

二
五
年
を
経
た
現
在
、
つ
い
に
一
〇
〇
号
を

迎
え
ま
し
た
！
創
刊
号
に
て
当
時
の
芳
賀
徹

館
長
は
、「
館
の
活
動
を
よ
り
よ
く
知
っ
て

も
ら
い
、
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
情

報
冊
子
と
し
て
刊
行
」
し
た
と
述
べ
て
い
ま

す
。
当
初
の
目
的
通
り
、
本
誌
は
展
覧
会
、

収
蔵
資
料
の
解
説
な
ど
、
当
館
学
芸
員
が
作

品
と
誠
実
に
向
き
あ
っ
た
文
章
で
、
よ
り
深

い
教
養
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
芳
賀
館
長
や
榊
原
悟
特
任
館
長
に

よ
る
コ
ラ
ム
な
ど
の
場
を
引
き
締
め
る
よ
う

な
文
章
は
、
本
誌
を
た
だ
の
広
報
雑
誌
で
は

な
く
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
の
名
の
と
お
り
、

学
問
の
「
理
想
郷
」
を
描
き
出
す
も
の
へ
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
絡
事
項
や
学
問
的

な
文
章
以
外
に
も
、「
お
し
ゃ
べ
り
あ
れ
こ

れ
」
と
い
っ
た
、
少
し
く
だ
け
た
よ
う
な
記

事
は
、
学
芸
員
の
個
性
を
映
し
出
し
、
読
者

の
皆
様
に
も
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
一
〇
〇
号
で
す
が
、
そ
ん

な
学
芸
員
の
個
性
全
開
の
記
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。
文
化
芸
術
の
継
承
者
で
あ
る
学
芸
員

た
ち
は
、
普
段
、
何
を
思
っ
て
働
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
美
術
博
物
館
と
い
う
組
織

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
組
織
の
中
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
は
ひ
と
り
の
人
間
で
す
。
文
化
財

や
作
品
た
ち
に
最
も
近
い
場
に
い
る
我
々
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
考
え
も
時
代
や
環
境

に
よ
り
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の

「
一
〇
〇
の
質
問
」
に
よ
っ
て
、
現
在
の
美

術
博
物
館
を
お
見
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
芸
員
紹
介

Q1 

他
己
紹
介
（
当
館
学
芸
員
ど
う
し
）

安
本:�

豊
橋
生
ま
れ
東
京
育

ち
の
少
年
。
刀
剣
担

当
と
な
る
べ
く
目
下

勉
強
中
の
少
年
。（
湯

谷
筆
）

田
中:�

感
受
性
豊
か
、
素
直
。

（
酒
井
筆
） 
�

た
だ
し
繊
細
、
や
や

メ
ン
タ
ル
弱
め
。（
今

泉
筆
）

今
泉:�

歩
く
哲
学
。
イ
マ
イ

ズ
ム
。
生
き
て
る
だ

け
で
そ
ん
な
に
面
白

い
こ
と
あ
る
？
と
い

う
く
ら
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
強
い
。（
山
下
筆
）

山
下:�

責
任
感
が
強
く
て
、

フ
ォ
ロ
ー
の
天
才
！

い
つ
も
あ
り
が
と

う
！
あ
と
強
い
で
す
。

（
物
理
）（
田
中
筆
）

酒
井:�

き
っ
ち
り
し
て
い
る
。

考
え
を
固
め
て
出
し

て
く
れ
る
の
で
困
っ

た
時
に
と
て
も
頼
り

に
な
る
お
姉
さ
ん
。

（
安
本
筆
）

湯
谷:�

無
精
髭
一
本
一
本
に

宿
る
、
学
芸
員
と
い

う
仕
事
と
美
博
へ
の

愛
情
と
情
熱
。（
今

泉
筆
）

※
画　

当
館
事
務
員

Q2 

自
分
を
一
言
で
表
す
な
ら

全
部
そ
こ
そ
こ
。（
安
）	

マ
イ
ペ
ー
ス
。（
田
）	

く
い
だ
お
れ
太
郎
。（
今
）	

お
金
を
稼
ぐ
五
歳
児
。（
山
）

め
ん
ど
く
さ
が
り
。（
酒
）	

ひ
ね
く
れ
て
い
る
。（
湯
）

Q3 

16
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
の
タ
イ
プ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｐ

－

Ａ
（
論
理
学
者
）（
安
）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

－

Ｔ
（
仲
介
者
）（
田
）

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｐ
（
討
論
者
）（
今
）

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｐ

－

Ａ
（
論
理
学
者
）（
山
）

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｊ

－

Ａ
（
建
築
家
）（
酒
）

Ｅ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

－

Ｔ
（
運
動
家
）（
湯
）

Q4 

専
門
分
野
（
超
絶
簡
単
に
）

日
本
中
世
史
（
安
）

西
洋
美
術
（
近
世
）（
田
）

近
現
代
美
術
（
今
）

日
本
近
世
史
（
法
制
史
）（
山
）

日
本
美
術
史
、
日
本
建
築
史
（
酒
）

…
日
本
史
？
（
湯
）

Q5 

今
の
気
分
は
？

お
菓
子
お
い
し
い
。（
安
）	

旅
行
行
き
た
い
。（
田
）

い
つ
も
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
。（
今
）

カ
ル
ピ
ス
つ
め
た
い
。（
カ
ル
ピ
ス
飲
ん

で
ま
す
。）（
山
）

あ
つ
い
、
ね
む
い
、
つ
か
れ
た
。（
酒
）

い
つ
も
何
か
に
追
わ
れ
て
い
る
。（
湯
）

学
芸
員
と
し
て

Q6 
学
芸
員
に
な
っ
た
理
由

お
金
を
も
ら
っ
て
歴
史
の
勉
強
が
し
た

か
っ
た
か
ら
。（
安
）

美
術
作
品
の
一
番
近
く
に
行
け
る
か�

ら
。（
田
）

作
家
で
は
な
い
け
れ
ど
も
つ
く
る
こ
と

に
関
わ
り
た
い
か
ら
。（
今
）

な
ん
と
な
く 

学
問
で
ご
飯
が
食
べ
た

か
っ
た
。（
山
）

人
事
異
動
で
い
く
つ
か
の
部
署
に
い
っ

て
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
た
け
れ
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
文
化
芸
術
に
関
わ
る
仕
事
が

し
た
い
な
と
思
っ
た
の
で
。（
酒
）

大
学
時
代
の
努
力
が
報
わ
れ
る
仕
事
に

つ
き
た
か
っ
た
。（
湯
）

Q7 

学
芸
員
の
職
業
病

額
的
な
も
の
を
見
る
と
水
平
と
傾
き
が

気
に
な
る
。（
今
）

も
の
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
「
も
ら
い

ま
し
た
」
と
い
う
。（
山
）

Q8 

学
芸
員
で
よ
か
っ
た
と
思
う
と
き
、
こ
と

貴
重
な
作
品
を
ケ
ー
ス
越
し
で
は
な
く

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（
酒
）

新
発
見
の
最
前
線
に
立
ち
会
え
る
。（
湯
）

Q9 

学
芸
員
な
ら
で
は
の
レ
ア
体
験

誰
も
い
な
い
展
示
室
に
入
れ
る
。（
田
）

言
え
な
い
こ
と
し
か
な
い
。（
山
）

大
樹
寺
多
宝
塔
の
屋
根
裏
に
登
る
。（
湯
）

Q10 

学
芸
員
は
つ
ら
い
ヨ

家
族
で
ク
イ
ズ
番
組
を
見
て
い
る
と
き

に
歴
史
系
の
問
題
が
わ
か
ら
な
い
と

「
え
～
わ
か
ん
な
い
の
～
学
芸
員
な
の�

に
～
？
」
と
い
わ
れ
る
。（
山
）

真
面
目
に
働
く
ほ
ど
お
金
が
減
っ
て
い

く
。（
湯
）

Q11 

苦
手
な
仕
事

事
務
仕
事
（
田
）

い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
聞
く
、
ま
と
め

る
、
依
頼
す
る
こ
と
。
自
分
の
ペ
ー
ス

で
や
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
。（
酒
）

Q12 

学
芸
員
に
な
っ
て
嫌
だ
っ
た
こ
と

周
り
の
人
が
み
ん
な
頭
良
い
。（
安
）

アルカディアくん
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仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
境
界
が
あ
い

ま
い
。（
湯
）

Q13 

学
芸
員
に
な
っ
て
今
ま
で
で
一
番
大
変

だ
っ
た
一
日

朝
ま
で
自
分
で
作
品
の
撮
影
。（
今
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
運
営
業
務
。（
山
）

Q14 

転
職
の
予
定
は
あ
る
か

ご
縁
が
あ
れ
ば
。（
酒
）

な
し
。
岡
崎
の
歴
史
・
資
料
は
す
ご
い

の
で
。（
湯
）

Q15 

影
響
を
受
け
た
人
物

祖
母
（
本
と
酒
が
好
き
で
す
ぐ
人
と
仲

良
く
な
る
人
、
美
大
出
身
）。（
安
）

出
会
っ
た
学
芸
員
全
員
。（
湯
）

Q16 

目
標
と
す
る
学
芸
員
、
学
芸
員
像

大
英
博
物
館
の
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
伯

爵
。（
今
）

榊
原
悟
。（
湯
）

Q17 

仕
事
の
上
で
の
マ
イ
ル
ー
ル

ず
っ
と
100
％
で
仕
事
し
な
い
。
力
み
す

ぎ
な
い
。（
山
）

資
料
に
敬
意
を
も
つ
。（
湯
）

Q18 

学
芸
員
の
三
種
の
神
器
と
い
え
ば
？

え
ん
ぴ
つ
、
メ
ジ
ャ
ー
、
ラ
イ
ト
。（
田
）

接
写
に
強
い
カ
メ
ラ
、
粘
着
力
の
強
い

付
箋
、
強
い
気
持
ち
。（
山
）

Q19 

仕
事
の
便
利
グ
ッ
ズ

水
平
器
。（
田
）

レ
ー
ザ
ー
距
離
計
。

（
湯
）

Q20 

こ
だ
わ
り
の
学
芸
員
的
ア
イ
テ
ム

接
写
に
強
い
カ
メ
ラ
。（
山
）

す
ぐ
脱
ぎ
履
き
で
き
る
ス
リ
ッ
ポ
ン

（
湯
）

Q21 

今
気
に
な
っ
て
い
る
分
野
・
テ
ー
マ

中
世
の
道
や
街
並
み
。（
安
）

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
複
製
に
つ
い
て
。

（
田
）

Q22 

自
分
の
仕
事
の
中
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ

「
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
ど
う
す
る
家
康
」

開
会
式
の
司
会
。（
山
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
贅
沢
な
対
話
」
展
の

開
催
。（
湯
）

Q23 
学
芸
員
の
装
い
に
つ
い
て

動
き
や
す
さ
重
視
。
美
し
さ
を
忘
れ
な

い
。（
安
）

作
品
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
で
き

る
だ
け
モ
ノ
ク
ロ
。（
今
）

Q24 

他
の
学
芸
員
さ
ん
の
展
示
で
「
や
ら
れ

た
！
」
と
思
っ
た
こ
と

「
一
行
リ
ー
ド
」
は
な
る
ほ
ど
！
っ
て

思
っ
た
。（
安
）

森
美
術
館
の
「
シ
ン
プ
ル
な
か
た
ち
」
展
、

21_21D
esign Sight

の
「
土
木
展
」。

（
今
）

当
館
の
裏
山
に
も
展
示
し
た
こ
と
。（
湯
）

Q25 

多
く
の
人
の
評
価
（
来
館
者
数
と
か
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
書
き
込
み
と
か
）
を
意
識
す
る

の
か

正
直
あ
ま
り
興
味
が
な
い
け
ど
評
価
さ

れ
た
ら
う
れ
し
い
。（
安
）

し
な
い
。（
今
・
山
）

エ
ゴ
サ
は
か
な
り
し
て
ま
す
。
そ
れ
で

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
の
間
違
い
や
案
内
不

足
に
気
づ
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。（
酒
）

Q26 

業
界
内
の
評
価
を
意
識
す
る
の
か
（
展

示
で
）

ち
ょ
び
っ
と
。（
山
）

Q27 

一
般
の
評
価
と
業
界
の
評
価
（
展
示
で
）、

ど
ち
ら
が
ぶ
っ
ち
ゃ
け
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
る
か

本
音
の
評
価
な
ら
ど
ち
ら
も
。（
湯
）

Q28 

美
術
学
芸
員
と
博
物
学
芸
員
は
、
お
互

い
心
の
底
で
は
実
は
分
か
り
合
え
な

い
っ
て
、
ホ
ン
ト
？

人
間
と
分
か
り
合
う
の
は
難
し
い
。

（
山
）

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
お
も

し
ろ
い
で
す
（
湯
）

Q29 

美
博
に
来
た
理
由
は
？
（
動
機
な
ど
）

森
の
中
に
あ
っ
て
隠
れ
家
的
な
と
こ
ろ

が
良
か
っ
た
か
ら
。（
今
）

天
の
み
ち
び
き
。（
山
）

博
物
館
に
つ
い
て

Q30 

お
気
に
入
り
の
美
術
館
・
博
物
館

Ｄ
Ｉ
Ｃ
川
村
記
念
美
術
館
、
地
中
美
術

館
。（
田
）

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
。

（
今
）

永
青
文
庫
・
根
津
美
術
館
・
三
井
記
念

美
術
館
。（
山
）

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。（
湯
）

Q31�
今
ま
で
見
た
展
覧
会
で
も
っ
と
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
も
の

改
め
て
、「
ど
う
す
る
家
康
」
展
は
す
ご

か
っ
た
。（
安
）

鈴
木
其
一
・
夏
秋
渓
流
図
屏
風
展
（
根

津
美
術
館
）

こ
の
屏
風
を
徹
底
検
証
す
る
過
程
を
、

追
体
験
で
き
る
ス
リ
リ
ン
グ
さ
が
良

か
っ
た
。（
湯
）

Q32 

（
他
館
の
）
展
覧
会
の
楽
し
み
方

全
部
を
隅
々
ま
で
見
よ
う
と
す
る
と
疲

れ
る
の
で
、
何
か
一
つ
で
も
お
気
に
入

り
を
見
つ
け
て
帰
る
と
い
う
気
持
ち
で
。

（
山
）

Q33 

お
気
に
入
り
の
チ
ラ
シ

ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
展
。（
田
）

贅
沢
な
対
話
展
。（
今
）

Q34 

こ
れ
は
す
ご
い
、
図
録
・
チ
ラ
シ
（
他
館
）

鎌
倉
文
化
交
流
館
は
チ
ラ
シ
が
毎
回
か

わ
い
い
。（
安
）

出
光
美
術
館
開
館
六
〇
周
年
記
念
展
覧

会
の
図
録
。
一
八
〇
度
ぱ
か
っ
と
ペ
ー

ジ
が
開
く
の
で
、
見
開
き
掲
載
の
図
版

が
途
切
れ
ず
、
見
や
す
く
て
き
れ
い
。

（
酒
）

Q35 

美
術
館
・
博
物
館
の
見
方
、
ま
わ
り
方

一
日
三
館
ま
で
、
荷
物
は
全
部
預
け
て

手
ぶ
ら
で
。（
山
）

一
回
ざ
っ
と
全
部
回
っ
て
か
ら
、
気
に

な
る
資
料
を
じ
っ
く
り
眺
め
る
。（
湯
）

Q36 

フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
な
館
の
資
料

太
刀　

銘　

有
綱
（
安
）

メ
レ
ッ
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
《
鳥
の

足
の
テ
ー
ブ
ル
》。（
田
）

マ
リ
ー
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
《
人

間
と
精
神
の
た
め
の
椅
子
》。（
今
）

ロ
ベ
ル
ト
・
マ
ッ
タ
《
炎
よ
、
我
ら
を

食
さ
ん
》。（
山
）

初
め
て
受
入
れ
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
た

緒
方
家
資
料
は
、
ど
う
し
て
も
思
い
入

れ
が
強
い
で
す
。（
湯
）
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Q37 

美
博
の
立
地
は
好
き
ｏ
ｒ
嫌
い
？

駅
か
ら
遠
い
！
や
だ
！
（
安
）

車
だ
と
行
き
や
す
い
の
で
す
き
。（
山
）

Q38 

美
博
の
こ
こ
が
す
ご
い
！
と
思
う
と
こ
ろ

展
示
の
照
明
。（
安
）

「
心
を
語
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う

テ
ー
マ
と
リ
ン
ク
し
た
建
築
。（
今
）

Q39 

美
博
の
好
き
な
と
こ
ろ

さ
り
げ
な
く
、
野
外
彫
刻
が
あ
る
と
こ

ろ
。（
田
）

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
繊
細
。（
山
）

Q40 

こ
れ
ま
で
の
美
博
の
展
示
で
印
象
的
な

も
の

「
ひ
ら
い
て
、
む
す
ん
で
」（
安
・
田
）

「
贅
沢
な
対
話
」
展
（
山
）

「
興
福
寺
国
宝
展
」。
高
校
生
の
と
き
、

初
め
て
自
分
ひ
と
り
で
美
博
に
行
っ
た

展
覧
会
。
歴
史
の
教
科
書
で
見
た
無
著
・

世
親
像
が
目
の
前
に
あ
っ
て
、
見
上
げ

る
ほ
ど
の
大
き
さ
と
迫
力
に
驚
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。（
酒
）

「
そ
こ
に
在
る
と
い
う
こ
と
」。
初
め
て

「
こ
ん
な
展
示
作
れ
る
の
悔
し
い
」
と

思
っ
た
展
示
。（
湯
） 

Q41 

収
蔵
品
、
ど
れ
で
も
ひ
と
つ
も
ら
え
る

な
ら
ど
れ
に
す
る
？

太
刀　

銘　

有
綱
（
石
塔
切
）。（
湯
・

安
）

マ
ン
・
レ
イ
《
ガ
ラ
ス
の
涙
》。（
田
）

メ
レ
ッ
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
《
鳥
の

足
の
テ
ー
ブ
ル
》。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

云
々
を
抜
き
に
、
鳥
の
足
跡
が
か
わ
い

い
　
（
酒
）

Q42 

収
蔵
庫
は
ひ
と
り
で
入
る
と
き
お
ば
け

と
か
ち
ょ
っ
と
怖
い

こ
、
こ
わ
く
な
い
し
。（
安
）

全
く
な
い　

人
間
の
方
が
怖
い
。（
山
）

お
ば
け
よ
り
も
、
脚
立
に
上
っ
て
作
業

す
る
と
き
の
方
が
怖
い
。
万
が
一
収
蔵

庫
内
で
転
倒
し
て
動
け
な
く
な
っ
て
も
、

す
ぐ
に
は
気
づ
い
て
も
ら
え
な
い
…
。

（
酒
）

Q43 

ぜ
ひ
と
も
Ｆ
Ａ
で
入
手
し
た
い
資
料

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
に
あ
る
と
い
う
篤

姫
の
女
乗
物
。（
山
）

人
的
補
償
の
プ
ロ
テ
ク
ト
枠
が
足
り
な

い
か
ら
い
ら
な
い
。（
湯
）

Q44 

こ
だ
わ
り
の
、
あ
る
い
は
自
慢
の
展
示

備
品
、
照
明
器
具

チ
ン
ア
ナ
ゴ
（
小
さ
い
ラ
イ
ト
）（
山
）

左
下
：
今
泉
作
の
「
考
え
る
人
」

Q45 

こ
だ
わ
り
の
、
あ
る
い
は
自
慢
の
展
示

台
、
展
示
ケ
ー
ス

低
反
射
の
展
示
ケ
ー
ス
（
山
）

Q46 

出
し
ど
こ
ろ
が
難
し
い
け
れ
ど
重
要
な

収
蔵
資
料

一
六
．
五
世
紀
全
般
。
ぜ
ひ
と
も
活
用

し
た
い
。（
湯
）

Q47 

博
物
館
法
改
正
に
対
す
る
応
答
、
で
き
て

い
る
こ
と
い
な
い
こ
と
、
進
行
中
の
こ
と

文
化
財
の
活
用
あ
り
き
は
ど
う
し
て
も

コ
ラ
ム
①

Q �

ね
ぇ
、ア
ル
カ
デ
ィ
ア（A

rcadia

）っ
て 

ど
う
い
う
意
味
な
の
？

ギ
リ
シ
ャ
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
に
あ

る
高
原
地
帯
の
地
名
よ
。
西
洋
で
は
、
そ
こ

で
の
平
和
で
田
園
牧
歌
な
生
活
が
理
想
化
さ

れ
、
詩
や
絵
画
に
讃
え
ら
れ
て
き
た
の
。
東

洋
で
い
え
ば
桃
源
郷
に
匹
敵
す
る
理
想
郷
の

こ
と
ね
。

Q �

ス
テ
キ
な
名
前
だ
ね
。
と
こ
ろ
で
、
誰

が
名
付
け
た
の
？

創
刊
の
前
年
に
就
任
し
た
芳
賀
徹
館
長

よ
。
ほ
か
に
ね
、
館
員
が
提
案
し
た
中
か
ら

芳
賀
館
長
が
選
ん
で
採
用
し
た
と
も
聞
い
て

い
る
の
。
で
も
、
今
回
そ
の
裏
づ
け
は
と
れ

な
く
て
。
そ
れ
と
、
当
時
テ
ロ
組
織
の
ア
ル

カ
イ
ダ
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
躊
躇
す

る
声
も
あ
っ
た
ら
し
い
わ
。

Q �

初
め
の
こ
ろ
は
横
書
き
だ
っ
た
の
に
、

今
は
縦
書
き
だ
よ
ね
。
な
ぜ
？

日
本
語
の
文
章
の
美
し
さ
は
縦
書
き
で

あ
っ
て
こ
そ
！
と
い
う
芳
賀
館
長
の
強
い
意

向
よ
。
四
五
号
に
そ
の
お
詫
び
文
が
載
っ
て

い
る
か
ら
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
。

メレット・オッペンハイム
《鳥の足のテーブル》

1939 年制作／ 1983 年鋳造
 © 2024 by ProLitteris, Zurich & JASPAR, Tokyo  B0804

ロベルト・マッタ《炎よ、我らを食さん》1988 年
© ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2024  B0804マリーナ・アブラモヴィッチ

《人間と精神のための椅子》1966 年
© VG BILD-KUNST, Bonn & JASPAR, Tokyo, 2024  B0804
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抵
抗
が
あ
る
。
や
は
り
保
存
が
基
底
に

あ
る
べ
き
。（
湯
）

Q48 

文
化
芸
術
基
本
法
に
対
す
る
応
答
、
で

き
て
い
る
こ
と
い
な
い
こ
と
、
進
行
中

の
こ
と

こ
れ
ま
で
美
術
館
／
博
物
館
に
行
か
な

か
っ
た
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
、
０
を

１
に
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
今
後
意
識

し
て
取
り
組
み
た
い
。（
今
）

Q49 

美
術
博
物
館
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

／
デ
メ
リ
ッ
ト

複
数
の
見
方
を
提
供
で
き
る
／
美
術
・

博
物
の
展
示
の
順
番
待
ち
が
発
生
。

（
安
）

異
文
化
交
流
／
展
示
ケ
ー
ス
の
好
み
が

合
わ
な
い
。（
山
）

Q50 

収
蔵
品
を
活
用
し
て
つ
く
り
た
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
グ
ッ
ズ

服
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。（
安
）	

か
わ
い
い
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
。（
田
）

マ
グ
リ
ッ
ト
作
品
を
用
い
た
仕
掛
け
絵

本
。（
今
）

南
蛮
漆
器
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
。（
山
）

ぬ
い
ぐ
る
み
を
ぜ
ひ
！
（
酒
）

Q51 

収
蔵
品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
つ

く
り
た
い
ブ
ラ
ン
ド
グ
ッ
ズ

イ
ッ
セ
イ
ミ
ヤ
ケ
（
今
）

イ
ル
ビ
ゾ
ン
テ
の
革
製
品
（
山
）	

ふ
わ
ふ
わ
で
丈
夫
な
今
治
タ
オ
ル
。
何

本
で
も
ほ
し
い
。（
酒
）

Q52 

候
補
に
な
っ
て
い
る
け
ど
い
ま
だ
に
実

現
で
き
て
い
な
い
企
画
展

江
戸
時
代
の
事
件
簿
。（
山
）

Q53 

も
し
も
自
分
が
市
長
な
ら
…
美
博
を
こ

う
し
ま
す
！

駅
近
に
移
設
し
ま
す
。（
田
）

Q54 

自
費
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く
る
な
ら

ど
ん
な
館
に
し
た
い
？

学
芸
員
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
ロ
ウ

リ
ュ
す
る
サ
ウ
ナ
美
術
館
。（
今
）

猫
が
歩
い
た
り
ケ
ー
ス
の
上
で
寝
て
い

た
り
す
る
空
間
で
展
示
。（
湯
）

Q55 

コ
ラ
ボ
し
て
み
た
い
相
手
（
庁
内
他
課

の
事
業
や
業
界
な
ど
）

美
容
業
界
。（
山
）	

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
界
隈
。
美
博
の

ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
を
、
美
博
に
行
く
ま

で
の
楽
し
い
体
験
に
変
え
た
い
。
例
え

ば
根
石
小
学
校
南
東
交
差
点
か
ら
中
総

へ
つ
な
が
る
道
路
は
中
央
分
離
帯
が
車

一
台
通
れ
る
幅
が
あ
る
（
元
々
は
救
急

車
専
用
レ
ー
ン
だ
っ
た
の
が
使
用
頻
度

が
低
く
て
廃
止
）
の
で
、
こ
こ
か
ら
楽

し
い
乗
り
物
に
乗
れ
る
と
お
も
し
ろ
い

か
も
。（
酒
）

Q56 

美
博
で
起
こ
っ
た
珍
事
件

幽
霊
騒
動
。（
田
）

机
の
上
に
小
さ
い
バ
ッ
タ
が
い
た
の
に

誰
も
信
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
。（
山
）

受
付
か
ら
見
た
美
博

Q57 

美
博
の
印
象
は
？

・
時
に
美
し
く
、
時
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で

と
て
も
癒
さ
れ
る
空
間
。

Q58 

美
博
の
こ
こ
が
好
き

・
混
ん
で
い
な
く
て
、
ゆ
っ
た
り
鑑
賞
で

き
る
と
こ
ろ
。
う
す
暗
い
展
示
室
も
好

き
で
す
。

・
青
空
と
緑
に
映
え
る
外
観
！

Q59 

美
博
の
珍
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
日
差
し
の
強
い
季
節
は
、
館
内
に
い
て

も
日
焼
け
止
め
が
必
要
で
す
。
笑

・
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、・
ヤ
モ
リ
、
蜂
、
カ

マ
キ
リ
、
ｅ
ｔ
ｃ
．
自
然
豊
か
な
た
め
、

色
々
遭
遇
し
ま
す
。

Q60 

今
ま
で
で
一
番
好
き
な
美
博
の
展
覧
会

・
渡
辺
省
亭
。

・
お
客
さ
ん
と
し
て
来
館
し
た
チ
ェ
コ
の

デ
ザ
イ
ン
展
、
暮
ら
し
の
う
つ
り
か
わ

り
の
展
示
も
好
き
で
し
た
。

渡辺省亭―欧米を魅了した花鳥画
令和 3 年 5 月 29 日（土）
� -7 月 11 日（日）

暮らしのうつりかわり
令和 2 年 1 月 25 日（土）
� -3 月 12 日（木）

Q61 

学
芸
員
た
ち
の
印
象
は
？

・
尊
い
。

・
展
示
の
工
夫
が
す
ば
ら
し
い
。
若
い
学

芸
員
さ
ん
も
頑
張
っ
て
い
る
。

Q62 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
は
読
ん
だ
こ
と
あ
る
？

・
毎
号
読
ん
で
い
ま
す
。

・
あ
り
ま
す
。
今
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

Q63 

好
き
な
記
事
は
？

・
江
戸
時
代
の
事
件
簿

・
全
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
り
、
た
め
に

な
っ
た
り
で
す
が
、
私
は
前
に
あ
っ
た

裏
表
紙
の
「
お
し
ゃ
べ
り
あ
れ
こ
れ
。」

や
米
田
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
コ
ラ
ム
が
好
き
で
し
た
。

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

Q64 

自
分
に
と
っ
て
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
ア

ナ
ザ
ー
ス
カ
イ
的
な
）

多
摩
セ
ン
タ
ー
。（
安
）

Ｌ
ｙ
ｏ
ｎ
（
フ
ラ
ン
ス
で
の
留
学
先
）。

（
田
）

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ス
モ
ー
キ
ー
・
マ
ウ
ン

テ
ン
。（
今
）

大
学
の
院
生
研
究
室
。（
山
）	

山
口
市
。
二
年
し
か
い
な
か
っ
た
の
に

謎
の
ふ
る
さ
と
感
。（
湯
）

Q65 

こ
れ
ま
で
出
た
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
中
で

オ
ス
ス
メ
の
記
事

芳
賀
前
館
長
の
記
事
（
博
識
で
才
筆
）。

（
安
）

自
分
で
書
い
た
も
の
だ
と
№
八
六
の

収
蔵
品
コ
ラ
ム
、
美
術
資
料
と
歴
史

資
料
ふ
た
つ
を
絡
め
て
書
い
て
い
ま

す
。（
今
）

江
戸
時
代
の
事
件
簿
読
ん
で
く
だ
さ�
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い
。（
山
）

四
五
号
芳
賀
前
館
長
に
よ
る
、
横
書

き
レ
イ
ア
ウ
ト
へ
の
「
陳
謝
」。（
湯
）

Q66 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
好
き
な
表
紙

四
七
号
、
桃
源
万
歳
。（
湯
）

九
八
号
。（
田
・
今
）

ht tps : //www.c i ty . okazak i . l g . j p/museum

午 前 1 0 時～午 後 5 時
※最終の入場は閉館時間の30分前まで
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Q67 

特
集
号
を
組
む
な
ら
何
や
る
？

学
芸
員
今
泉
岳
大
の
生
態
。（
安
）

「
必
要
な
展
覧
会
、
必
要
で
は
な
い
展

覧
会
」。（
今
）

学
芸
員
の
カ
バ
ン
の
中
身
。（
山
）

展
覧
会
が
で
き
る
ま
で
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。（
酒
）

超
高
額
で
購
入
し
た
資
料
の
徹
底
解
説
。

（
湯
）

博
物
館
実
習
生
へ
の
質
問

博
物
館
実
習
生
よ
り
学
生
の
視
点
か
ら

質
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
！

Q68 

学
芸
員
に
な
り
た
い
（
実
習
後
）
？

実
際
に
間
近
で
現
場
で
働
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
憧
れ
の
学
芸
員
さ
ん
た
ち
を
見

た
か
ら
こ
そ
、
な
り
た
い
気
持
ち
が
よ

り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
！
（
神
谷
）

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
！
（
加
藤
）

機
会
が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。（
柴
田
）

直
近
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
ど
こ
か

で
資
格
を
活
か
す
機
会
が
あ
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。（
近
藤
）

学
芸
員
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
外
部
か

ら
美
術
館
に
関
わ
る
お
仕
事
に
も
興
味

が
湧
き
ま
し
た
。（
石
原
）

Q69 

実
習
で
驚
い
た
こ
と
は
？

学
芸
員
は
そ
こ
ま
で
表
に
出
な
い
こ
と
。

（
加
藤
）

思
っ
た
以
上
に
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
こ
と
。（
神
谷
）

美
博
が
初
期
案
だ
と
も
っ
と
大
き
か
っ

た
こ
と
。（
近
藤
）

展
示
室
の
工
夫
さ
れ
て
い
る
部
分
や
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な
施

設
。（
柴
田
）

見
学
者
の
目
線
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
、

展
示
室
内
の
充
実
し
た
機
能
面
。（
石

原
）

Q70 

実
習
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
に
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
。（
加
藤
）

普
段
は
入
れ
な
い
場
所
に
出
入
り
し
て
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
。（
神
谷
）

近
い
距
離
で
様
々
な
資
料
に
触
れ
て
観

察
で
き
た
こ
と
。
と
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。（
柴
田
）

教
科
書
で
し
か
見
た
事
の
な
い
よ
う
な

民
具
に
触
れ
た
こ
と
。
緊
張
感
と
興
奮

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。（
石
原
）

資
料
取
り
扱
い
実
習
。
他
分
野
の
資
料

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
新
鮮
で
し

た
。（
近
藤
）

Q71 

実
習
生
か
ら
み
た
美
博
学
芸
員
の
雰
囲

気
は
？

時
に
は
和
気
藹
々
と
、
時
に
は
真
剣
に

敬
意
を
持
っ
て
資
料
に
向
き
合
っ
て
い

て
と
て
も
尊
敬
す
る
方
々
で
す
！
（
神

谷
）

和
気
あ
い
あ
い
！
か
つ
リ
ス
ペ
ク
ト
を

持
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て
る
姿
が
か
っ
こ

い
い
！
（
石
原
）

お
仕
事
の
事
も
そ
れ
以
外
の
事
も
知
識

と
愛
が
す
ご
い
！
楽
し
そ
う
に
お
話
し

さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
。（
加
藤
）

学
芸
員
の
方
同
士
の
仲
が
い
い
！
個
々

の
意
見
も
言
い
や
す
そ
う
な
穏
や
か
な

雰
囲
気
。（
近
藤
）

楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
る
印
象
。
一

方
、
作
品
に
対
し
て
は
情
熱
を
持
っ
て

向
き
合
う
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
が
し
っ
か

り
さ
れ
て
い
る
方
々
ば
か
り
で
素
敵
で

す
。（
柴
田
）

Q72 

も
し
学
芸
員
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
展
示

を
し
た
い
？

「
謎
の
あ
る
絵
（
謎
絵
）」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
子
供
向
け
謎
解
き
展
覧
会
。

（
神
谷
）

「
視
点
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
展
。

（
柴
田
）

日
本
史
の
裏
側
や
実
は
こ
う
、
を
体
験

し
て
も
ら
え
る
展
示
。（
加
藤
）

ス
ペ
イ
ン
ボ
デ
ゴ
ン
展
。
あ
ま
り
来
日

し
な
い
ス
ペ
イ
ン
美
術
を
軸
に
コ
ン
セ

プ
ト
の
一
貫
し
た
展
示
が
し
て
み
た
い
。

（
近
藤
）

実
際
に
見
て
触
れ
ら
れ
る
展
示
。
家
で

資
料
を
見
る
だ
け
で
は
出
来
な
い
美
術

館
だ
か
ら
こ
そ
の
展
覧
会
。（
石
原
）

博
物
館
実
習
生
か
ら
の
質
問

Q73 

仕
事
で
一
番
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
こ

と
は
？

こ
の
先
、
研
究
や
展
示
等
で
忙
し
く
な

る
こ
と
が
確
定
し
た
瞬
間
（
忙
し
い
そ

の
時
で
は
な
い
）。（
安
）

作
品
の
一
番
近
く
に
い
る
と
き
。（
田
）

企
画
構
想
や
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
で
面
白

い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
と
き
。（
今
）

直
接
見
た
こ
と
あ
る
資
料
が
展
示
ケ
ー

ス
に
展
示
さ
れ
て
る
と
き
。（
山
）

狙
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
う
ま
く
ハ
マ
っ

た
と
き
。（
酒
）

資
料
調
査
の
帰
り
の
車
中
で
資
料
に
つ

い
て
議
論
す
る
と
き
。（
湯
）

Q74 

卒
論
・
修
論
の
テ
ー
マ
は
？

「
中
世
民
衆
に
よ
る
縁
起
の
認
識
と
利

用
」（
安
）

「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
化
か
ら
見
る

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
《
洗

濯
女
》
に
つ
い
て
」（
田
）

「
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
蒐
集
に
つ
い
て
」（
今
）

「
熊
本
藩
法
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
刑

罰
の
運
用
」（
山
）

町
並
み
、
建
築
史
。（
酒
）

「
近
世
山
間
農
村
の
林
野
利
用
」（
湯
）

Q75 

美
博
の
第
一
印
象
と
今
の
印
象
は
？

第
一
印
象
：
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル　

今
：

多
重
人
格
（
今
）

令和 6 年度実習生 YOUR TABLE 前階段
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第
一
印
象
：
ず
っ
し
り　

今
：
軽
や
か
。

（
湯
）

Q76 

一
年
で
ど
れ
位
美
術
館
に
行
く
？

二
〇
く
ら
い
。（
安
・
山
）

三
〇
く
ら
い
。（
田
）

五
〇
く
ら
い
。（
今
）

二
〇
～
三
〇
く
ら
い
？
（
酒
・
湯
）

Q77 

過
去
の
展
覧
会
の
裏
話

会
期
中
に
主
担
当
が
入
院
し
た
（
自
分

は
副
担
当
）。（
安
）

誰
も
い
な
い
館
で
一
人
、
一
二
月
三
一

日
ま
で
仕
事
し
た
。（
田
）

開
催
前
に
関
係
者
が
失
踪
。（
今
）

主
担
当
展
示
開
催
中
に
入
院
（
山
）

早
朝
の
静
岡
駅
に
放
置
プ
レ
イ
。（
湯
）

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

Q78 

人
生
に
影
響
を
与
え
た
体
験

夏
休
み
の
家
出
と
国
外
放
浪
。（
今
）

サ
ン
タ
さ
ん
の
正
体
に
気
づ
い
た
こ
と
。

（
山
）

Q79 

子
ど
も
の
こ
ろ
は
ど
ん
な
子
ど
も
だ
っ
た
？

好
き
な
こ
と
に
し
か
興
味
が
な
い
。
帰

り
の
準
備
だ
け
は
早
か
っ
た
。（
安
）

す
ぐ
自
分
の
世
界
に
い
っ
ち
ゃ
う
子
ど

も
。
帰
り
の
準
備
が
遅
い
。（
山
）

Q80 

子
ど
も
の
こ
ろ
の
将
来
の
夢

歴
史
に
関
わ
る
仕
事
。（
安
）

Ｃ
Ａ
。（
田
）

Q81 

今
の
将
来
の
夢

宇
宙
飛
行
士
、
革
命
家
、
国
際
諜
報
機

関
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
。（
今
）

Q82 

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
や
り
た
い
仕
事

ア
イ
ド
ル
。（
安
）

猫
に
な
り
た
い
。（
湯
）

Q83 

違
う
分
野
を
研
究
す
る
な
ら
ど
の
学
問

生
物
学
。（
安
・
今
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
か
Ａ
Ｉ
と
か
の
技

術
系
。
フ
ル
リ
モ
ー
ト
勤
務
で
、
成
果

が
わ
か
り
や
す
く
て
給
料
に
き
ち
ん
と

反
映
さ
れ
る
仕
事
が
い
い
で
す
。（
酒
）

Q84 

歴
史
上
の
人
物
で
会
い
た
い
人
は
誰
？

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
。（
田
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
円
空
、
あ
と

飛
脚
を
見
て
み
た
い
。（
今
）

Q85 
欲
し
い
特
殊
能
力

瞬
間
移
動
。（
田
・
酒
）

他
人
の
特
殊
能
力
を
コ
ピ
ー
で
き
る
能

力
。
あ
と
、
か
め
は
め
波
的
な
飛
び
道

具
が
出
せ
る
能
力
。（
今
）

Q86
（
岡
崎
出
身
で
な
い
人
へ
）、
岡
崎
の
こ

こ
が
好
き
、
自
分
の
故
郷
の
こ
れ
が
好
き

岡
崎
：�

東
京
・
大
阪
・
京
都
に
陸
続
き
。

福
岡
：�

ス
ー
パ
ー
に
売
っ
て
る
魚
の
質

が
良
い
。（
山
）

岡
崎
：�

関
東
に
も
関
西
に
も
ア
ク
セ
ス

良
好
。

鳥
取
：�

時
間
が
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
。（
湯
）

Q87 

岡
崎
で
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

電
車
で
ど
こ
に
で
も
行
け
る
わ
け
で
は

な
い
と
知
っ
た
。（
安
）

三
河
弁
。（
田
）

Q88 

休
み
の
日
の
過
ご
し
方

寝
て
寝
る
。（
安
）

休
み
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
。（
今
）

お
茶
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
博
物
館
、
酒
、

寝
る
。（
山
）

Q89 

い
わ
ゆ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は

何
点
？

百
点
。（
今
）

百
点
！
（
山
）

マ
イ
ナ
ス
二
○
点
。（
湯
）

Q90 

人
生
で
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
場
所

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
保
管
施
設
。（
今
）

絶
対
秘
仏
が
納
め
ら
れ
た
厨
子
の
中
。

（
湯
）

100
シ
リ
ー
ズ

Q91 

百
万
円
あ
っ
た
ら
何
を
す
る

眺
め
る
だ
け
だ
っ
た
作
品
を
買
う
。

（
酒
）

移
動
図
書
館
車
の
購
入
資
金
に
充
て
る
。

（
湯
）

Q92 

百
日
休
み
が
あ
っ
た
ら
何
を
す
る
？

世
界
一
周
。（
田
）

い
ろ
い
ろ
な
温
泉
地
を
巡
り
な
が
ら
好

き
な
研
究
を
す
る
。（
山
）

先
の
話

Q93 

学
芸
員
人
生
の
最
後
に
や
り
た
い
展
覧
会

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
で
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

破
滅
的
な
展
覧
会
。（
今
）

古
文
書
み
り
ょ
く
発
見 

リ
ベ
ン
ジ
。

（
湯
）

Q94 
美
術
系
⇄
歴
史
系
が
相
互
に
思
う
、

も
っ
と
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ほ
し
い

「
常
識
」
を
客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

展
示
を
期
待
。（
安
）

美
術
系
展
示
の
方
が
親
和
性
の
あ
る
対

話
型
鑑
賞
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
歴

史
系
で
も
取
り
入
れ
た
い
。（
山
）

Q95 

美
博
常
設
展
示
問
題

類
似
施
設
を
統
合
、
ま
ち
な
か
に
移
転

し
ま
し
ょ
う
。（
酒
）

岡
崎
の
通
史
を
知
れ
る
場
は
必
要
。

（
湯
）

コ
ラ
ム
②

『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
』
の
広
報
誌
と
し
て
の
役
割

本
誌
『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
』
が
、
当
館
に
て
隔

年
で
発
行
し
て
い
る
年
報
と
研
究
紀
要

（
二
〇
〇
五
年
か
ら
発
行
）
と
は
別
に
、
広

報
紙
と
い
う
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
館
の
活

動
を
発
信
し
て
き
た
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
面
的
な
活
動
が
外
か
ら

見
え
に
く
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
料

を
後
世
に
継
承
し
、
資
料
を
媒
介
に
過
去
と

未
来
を
繋
ぐ
と
い
う
役
割
を
持
つ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
現
代
だ
け
を
向
け
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
代
を
生
き
る

人
に
と
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
は
一
見

浮
世
離
れ
し
て
い
る
よ
う
な
ズ
レ
を
感
じ
る

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。『
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
』
は
執
筆
す
る
我
々
が
そ
の
ズ
レ
を
確
認

し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
手
を
変
え
品
を
変
え

人
々
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
関
心
と
共
感
を

求
め
る
寄
る
辺
で
あ
る
の
で
す
。「
も
の
」

を
後
世
に
残
す
に
は
、
現
代
の
人
に
も
意
味

や
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
美
術
作
品
に
感
動
し
た
り
、
歴
史
資
料

か
ら
過
去
を
知
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

現
代
も
ま
た
や
が
て
過
去
と
な
り
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
収
集
さ
れ
ま
す
。
本
誌
『
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
』
を
含
め
た
当
館
の
教
育
普
及
と
広

報
活
動
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
現
代
を
生
き

る
人
々
と
の
分
ち
難
い
繋
が
り
を
可
視
化
さ

せ
る
た
め
の
当
館
の
声
な
の
で
す
。（
今
）
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Q96 
夢
の
本
館
棟
建
設
と
常
設
展
示
室
に
向

け
て
と
り
あ
え
ず
展
示
プ
ラ
ン
と
出
品

リ
ス
ト
案
つ
く
り
ま
し
た

美
術
常
設
用
の
小
部
屋
で
、
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
／
現
代
美
術
／
地
域
作
家
な

ど
を
順
番
に
。（
酒
）

や
は
り
当
初
案
「
矢
作
川
流
域
の
歴
史

と
文
化
」
の
実
現
！
（
湯
）

Q97 

実
現
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
企
画
展
案
で

す
が
と
り
あ
え
ず
展
示
プ
ラ
ン
と
出
品

リ
ス
ト
案
つ
く
り
ま
し
た

「
擬
人
化
の
日
本
美
術
」

鳥
獣
人
物
戯
画
や
百
鬼
夜
行
絵
巻
な
ど

古
美
術
の
名
品
か
ら
、
艦
こ
れ
・
刀
剣

乱
舞
な
ど
現
代
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま

で
、
い
ろ
ん
な
擬
人
化
作
品
を
通
し
て

歴
史
と
魅
力
を
探
り
ま
す
。（
酒
）

「
大
仏
の
系
譜
」

東
大
寺
大
仏
か
ら
牛
久
大
仏
ま
で
、
当

館
の
あ
る
公
園
内
各
所
に
大
集
合
！
矢

作
川
か
ら
も
確
認
で
き
る
大
仏
は
圧�

巻
‼
（
湯
）

Q98 

今
の
美
博
の
課
題
と
ほ
し
い
人
材
・
能
力

保
存
科
学
に
長
け
て
い
る
人
、
修
復
に

詳
し
い
人
。（
山
）

美
術･

博
物
を
融
合
、
あ
る
い
は
超
越

で
き
る
知
識
と
展
示
能
力
。（
湯
）

Q99 

今
後
最
も
優
先
的
に
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
仕
事

コ
ン
セ
プ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。（
今
）

資
料
整
理
（
モ
ノ
も
デ
ー
タ
も
）。（
酒
）

地
域
資
料
を
地
域
の
人
び
と
と
と
も
に

守
る
。（
湯
）

Q100 

今
後
の
美
術
館
・
博
物
館
は
ど
の
よ
う

に
あ
る
べ
き
か
（
博
物
館
法
へ
の
批
判

な
ど
も
含
め
）

資
料
の
保
存>

調
査
・
研
究>

展
示
。

（
安
）

何
よ
り
も
ま
ず
保
存
。
今
あ
る
資
料
を

千
年
後
に
繋
ぐ
と
い
う
意
識
を
前
提
と

す
る
こ
と
。（
湯
）

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

社
会
一
般
で
み
た
と
き
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

文
化
芸
術
は
人
々
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
に
、

地
方
自
治
体
の
財
政
は
近
年
ま
す
ま
す
苦
し

く
な
っ
て
い
る
中
で
、
文
化
芸
術
分
野
は
予

算
を
削
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
立
場
は

ど
ん
ど
ん
危
う
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
代
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
広
報
誌
と
し
て

の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
は
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
美
術
博
物
館
の
仕
事
は
展
覧
会
以
外
で

は
表
に
見
え
づ
ら
く
、「
普
段
な
に
や
っ
て

る
の
？
」
な
ん
て
聞
か
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
美
術
品
や
文
化
財
が

人
々
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
限
り
、
私
た
ち

の
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
活
動
を
広
め
、
よ
り
皆
さ

ま
に
文
化
芸
術
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、

未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
の
力
を
生
み
出
す

の
が
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
は
人
々
の
理
想

郷
で
あ
り
、
理
想
は
人
々
に
夢
や
力
を
与
え

ま
す
。
理
想
を
こ
の
場
だ
け
に
留
め
ず
、
た

く
さ
ん
の
人
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
当
館
は
二
年
弱
の
工
事
休
館
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
間
、
本
誌
は
美
博
の

「
窓
」
と
し
て
、
当
館
の
活
動
を
皆
さ
ま
に

お
見
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
〇
一
号
以
降
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
も
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
お
ま
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
一
〇
〇
号
刊
行
に
あ
た
っ

て
、
美
博
受
付
の
方
々
（
ツ
ツ
イ
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
様
）
や
博
物
館
実
習
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
質
問
の
回
答
や
編
集
な
ど
、
様
々

な
場
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表紙画像：
4	 ジャン・バティスト・ナティエ《アンゼリカとメドロ》　当館蔵
35	 岡崎乾二郎《時を計って梯子を登る。～》2007 年　当館蔵
41	《馬形埴輪》　外山３号墳出土　古墳時代後期　岡崎市蔵
44	 村瀬恭子《Cave  o f  Eme ra l d (Ex i t )》　当館蔵
55	 昭和 30 年代の茶の間風景（平成 22 年度展覧会より）
59	 昭和 30 年代の茶の間風景再現（昭和 24 年度展覧会の様子）
63	《亨保雛》江戸中期～明治初期　当館蔵
65	 ヴィクトル・ブローネル《誕生の球体》1939 年　当館蔵
69	 手回しミシン（シンガー社、昭和 10 年代使用）　当館蔵

73	 新制小学算術教育掛図　当館蔵
80	 鶴田卓池画賛《六俳仙図并句》岡崎市美術館蔵
81	 商品パッケージ〈水枕〉〈氷のうスタンドセット〉当館蔵
85	 �《加藤清正の虎退治》（岐阜・美濃姫土人形）、《饅頭喰い》（京都・伏見人形）、《寧王女》（愛

知・棚尾土人形）、《七福神》（秋田・棚山土人形）　全て当館蔵
87	 松岡徹〈岡崎ノ化ケ猫〉2021 年　作家蔵
90	 名取春仙《春仙似顔集追加　十五代目市村羽左衛門　助六》部分　当館蔵
92	 国島征治《Wrapped  Memo r y》1999 年　当館蔵
98	 手塚愛子《Frag i l e  Su r f ace  -  B i r d（24 -07）》作家蔵
99	 歌川広重《江戸高名会亭盡　芝神明社内車轍楼》東京都江戸東京博物館蔵
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